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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第99期

第２四半期連結
累計期間

第100期
第２四半期連結
累計期間

第99期
第２四半期連結
会計期間

第100期
第２四半期連結
会計期間

第99期

会計期間

自 平成21年
４月１日

至 平成21年
９月30日

自 平成22年
４月１日

至 平成22年
９月30日

自 平成21年
７月１日

至 平成21年
９月30日

自 平成22年
７月１日

至 平成22年
９月30日

自 平成21年
４月１日

至 平成22年
３月31日

売上高（百万円） 209,344 199,491 104,716 102,853 423,105

経常利益（百万円） 6,941 3,406 3,448 1,734 13,858

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（百万円）
1,507 △4,561 636 △4,453 1,554

純資産額（百万円） － － 135,439 135,004 137,149

総資産額（百万円） － － 715,090 686,192 707,053

１株当たり純資産額（円） － － 897.52 866.06 892.10

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

12.16 △36.84 5.14 △35.98 12.55

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 15.6 15.6 15.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
36,655 18,655 － － 73,881

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△10,457 △11,537 － － △21,417

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,085 △19,171 － － △17,987

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 122,362 117,363 129,497

従業員数（人） － － 7,980 7,610 7,707

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．売上高には、消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。）は含まれていません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してい

ません。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社に異動はありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。
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４【従業員の状況】

（１）連結会社の状況

 （平成22年９月30日現在）

従業員数（人） 7,610    

　（注）　従業員数は就業人員数を表示しています。

（２）提出会社の状況

 （平成22年９月30日現在）

従業員数（人） 3,095    

　（注）　従業員数は就業人員数を表示しています。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと次のとおりです。

セグメントの名称 金額（百万円）　 前年同四半期比（％）

紙・板紙  60,950 －

ホーム＆パーソナルケア 21,997 －

　報告セグメント計 82,948 －

その他 934 －

合計 83,882 －

　（注）　金額は製造原価によっています。

（２）受注状況

　紙・板紙事業及びホーム＆パーソナルケア事業の製品については、需要を予測して見込生産を行っており、特に

受注生産は行っていません。

（３）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと次のとおりです。

セグメントの名称 金額（百万円） 前年同四半期比（％）　

紙・板紙  69,664 －

ホーム＆パーソナルケア 31,581 －

　報告セグメント計 101,246 －

その他 1,606 －

合計 102,853 －

　（注）　セグメント間の取引については相殺消去しています。

　なお、総販売実績に対する割合が10％以上の相手先がないため、前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連

結会計期間の「主な相手先別販売実績及び総販売実績に対する割合」の記載は行っていません。

　

２【事業等のリスク】

  当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定及び締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績等の状況　

　当第２四半期連結会計期間における国内経済は、一部では景気回復への基盤が整いつつあるとの報道があるも

のの、依然として雇用情勢の悪化懸念や為替レート・株価の変動による景気後退リスクが残るなど、引き続き厳

しい状況となりました。

　このような状況のなかで、当社グループでは、高付加価値商品の開発・拡販を推進し、既存設備の生産効率の向

上等の変動費及び固定費の削減など、諸施策の実施により、収益力の強化を図りました。

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、以下のとおりとなりました。

連結売上高  102,853 百万円 （前年同四半期比　 1.8％減）

連結営業利益  3,791 百万円 （前年同四半期比　36.5％減）

連結経常利益  1,734 百万円 （前年同四半期比　49.7％減）

連結四半期純損失（△）  △4,453 百万円 （前年同四半期比 　 －％　）

　セグメントの状況は、次のとおりです。

①紙・板紙

売上高  69,664 百万円  

セグメント利益  3,108 百万円  

新聞用紙は、広告出稿量の減少により頁数が減少し、販売数量・金額ともに前年同四半期を下回りました。

印刷用紙は、各企業の広告宣伝費圧縮に伴うチラシ・カタログなどの需要の減少、ＩＴ化の進展による広

告媒体の多様化の影響を受け、販売数量・金額ともに前年同四半期を下回りました。

段ボールは、天候不順等による青果物向けを中心とした需要減少の影響を受けた一方、記録的な猛暑の影

響により飲料関係及び冷菓関係の需要が増加したことに伴い、販売数量は前年同四半期を上回りましたが、

価格下落の影響を受け、販売金額は前年同四半期並みとなりました。

②ホーム＆パーソナルケア

売上高  31,581 百万円  

セグメント利益  1,391 百万円  

衛生用紙は、衛生管理意識の高まりによりペーパータオルの需要が堅調に推移するとともに、新商品やリ

ニューアル品の配荷拡大による新規顧客の獲得を行った結果、販売数量・金額ともに前年同四半期を上回り

ました。

ベビー用紙おむつは、市場の需要が縮小傾向にあるなか、「ＧＯＯ．Ｎスイミングパンツ」のデザイン刷

新や東アジア諸国での配荷拡大による新規顧客の獲得を行った結果、販売数量・金額ともに前年同四半期を

上回りました。

大人用紙おむつは、今春に上市した「下着につける尿とりパッド」、「紙パンツにつける尿とりパッド」、

「両面吸収すきまピッタリシート」の３品種の配荷拡大や新規顧客の獲得を行った結果、販売数量・金額と

もに前年同四半期を上回りました。

生理用ナプキンは、今春にリニューアルした「Ｍｅｇａｍｉ」の配荷拡大を行うとともに、昨年立ち上げ

た新ブランド「ナチュラ」の配荷拡大やブランド認知向上に努めた結果、販売数量・金額ともに前年同四半

期を上回りました。

③その他

売上高  1,606 百万円 　

セグメント損失（△）  △21 百万円 　
　
（２）財政状態

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ20,860百万円減少し、686,192百万円となり

ました。主な減少要因は、現金及び預金の減少並びに減価償却によるものです。

　負債は、前連結会計年度末に比べ18,715百万円減少し、551,187百万円となりました。主な減少要因は、社債の償

還によるものです。

　純資産は、135,004百万円となり、自己資本比率は前連結会計年度末と同様、15.6％となりました。
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（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前第２四半期連結会計期間末

と比較して4,998百万円減少し、117,363百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は14,533百万円（前年同四半期は26,533百万円の獲得）となりました。これは、

主に償却前利益及び投資有価証券評価損によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は5,907百万円（前年同四半期は4,876百万円の使用）となりました。これは、主

に固定資産の取得によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は10,694百万円（前年同四半期は6,581百万円の使用）となりました。これは、

主に長期借入金の返済によるものです。
　
（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はあり

ません。
　
（５）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、521百万円です。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

（２）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりです。

会社名

事業所名　
所在地

セグメン

トの名称
設備の内容　

投資予定金額　

資金調

達方法　

着手及び完了予定年月　

完成後の増加

能力

総額

（百万円）

　

既支払額

（百万円）

　

着手 完了

いわき大

王製紙株

式会社

福島県

いわき市

紙・板紙

　

段ボール原

紙抄紙機
15,500－ 借入金

平成23年

８月

平成24年

10月　

生産能力

25,500ｔ/月

（注）　上記金額には、消費税等は含まれていません。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種    類 発行可能株式総数（株）

普  通  株  式 300,000,000

計 300,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月11日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 129,018,785 129,018,785
㈱東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

1,000株　

計 129,018,785 129,018,785 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　
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（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成22年７月１日～

平成22年９月30日
－ 129,018 － 30,415 － 29,402

　

（６）【大株主の状況】

 （平成22年９月30日現在）

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

大王商工株式会社 愛媛県四国中央市三島朝日２丁目２番13号 9,542 7.39

愛媛製紙株式会社 愛媛県四国中央市村松町370番地 5,331 4.13

カミ商事株式会社 愛媛県四国中央市三島宮川１丁目２番27号 4,700 3.64

株式会社伊予銀行

（常任代理人　資産管理サービ

ス信託銀行株式会社）　

愛媛県松山市南堀端町１番地

（東京都中央区晴海１丁目８番12号）　
4,699 3.64

エリエール総業株式会社 愛媛県四国中央市三島朝日２丁目２番13号 4,060 3.14

株式会社愛媛銀行 愛媛県松山市勝山町２丁目１番地 4,028 3.12

日本トラスティ・サービス信

託銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 3,844 2.97

北越紀州製紙株式会社 新潟県長岡市西蔵王３丁目５番１号 3,686 2.85

兵庫パルプ工業株式会社 兵庫県丹波市山南町谷川858番地 2,752 2.13

農林中央金庫 東京都千代田区有楽町１丁目13番２号 2,610 2.02

計 － 45,255 35.07

（注）　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）の所有株式数は、信託業務に係る株式数です。　

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 (平成22年９月30日現在)

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 13,564,000 － 単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式 114,395,000 114,395 同上

単元未満株式 普通株式 1,059,785 －
１単元（1,000株）未

満の株式

発行済株式総数 129,018,785 － －

総株主の議決権 － 114,395 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄に証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数１個）含まれていま

す。
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②【自己株式等】

 (平成22年９月30日現在)

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

大王製紙株式会社
愛媛県四国中央市

三島紙屋町２番60号
2,600,000 － 2,600,000 2.02

いわき大王製紙株式会社
福島県いわき市南台

４丁目３番６号
2,306,000 － 2,306,000 1.79

大津板紙株式会社
滋賀県大津市馬場

１丁目15番15号
1,647,000 － 1,647,000 1.28

大宮製紙株式会社
静岡県富士宮市

野中町329番地
1,238,000 － 1,238,000 0.96

大成製紙株式会社
岡山県津山市川崎

200番地１
1,150,000 － 1,150,000 0.89

東京紙パルプ交易株式会

社

東京都中央区京橋

３丁目14番６号
721,000 － 721,000 0.56

ダイオーペーパーテック

株式会社

愛媛県四国中央市

三島紙屋町５番１号
587,000 － 587,000 0.45

ダイオーエンジニアリン

グ株式会社

愛媛県四国中央市

寒川町4765番地２
518,000 － 518,000 0.40

九州大王製紙パッケージ

株式会社

熊本県宇土市

岩古曽町2005番地
477,000 － 477,000 0.37

ダイオーペーパーコン

バーティング株式会社

愛媛県四国中央市

寒川町4765番地11
405,000 － 405,000 0.31

東海大王製紙パッケージ

株式会社

愛知県豊橋市明海町

４番66
379,000 － 379,000 0.29

ダイオーメンテナンス株

式会社

愛媛県四国中央市

三島朝日１丁目10番

13号

236,000 － 236,000 0.18

エリエールペーパーテッ

ク株式会社

栃木県さくら市鷲宿

4776番地４
213,000 － 213,000 0.17

大王紙運輸株式会社

愛媛県四国中央市

三島朝日１丁目11番

45号

202,000 － 202,000 0.16

赤平製紙株式会社
北海道赤平市共和町

199番地５
186,000 － 186,000 0.14

大王製紙パッケージ株式

会社

茨城県猿島郡五霞町

大字幸主572番地
170,000 － 170,000 0.13

名古屋紙運輸株式会社
岐阜県可児市土田

1785番地
132,000 － 132,000 0.10

東京紙パルプインターナ

ショナル株式会社

東京都港区高輪

３丁目５番25号
102,000 － 102,000 0.08

エリエールテクセル株式

会社

岐阜県可児市

今東山677番地１
81,000 － 81,000 0.06

大建紙販売株式会社
東京都中央区日本橋

浜町２丁目62番６号
75,000 － 75,000 0.06

中部大王製紙パッケージ

株式会社

静岡県藤枝市

善左衛門86番地１
38,000 － 38,000 0.03

エリエール印刷株式会社
愛媛県四国中央市

川之江町4087番地11
37,000 － 37,000 0.03
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所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

大宮運輸株式会社
静岡県富士宮市

野中町68番地
22,000 － 22,000 0.02

関西大王製紙パッケージ

株式会社

兵庫県神崎郡福崎町

高橋290番地27
13,000 － 13,000 0.01

四国紙販売株式会社
愛媛県四国中央市

具定町454番地１
10,000 － 10,000 0.01

丸菱ペーパーテック株式

会社

愛媛県四国中央市

金生町下分2012番地
9,000 － 9,000 0.01

エリエール運輸株式会社
愛媛県四国中央市

寒川町4765番地11
8,000 － 8,000 0.01

中国大王製紙パッケージ

株式会社

岡山県小田郡矢掛町

本堀641番地
2,000 － 2,000 0.00

計 － 13,564,000 － 13,564,000 10.51

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 810 767 714 721 709 620

最低（円） 753 658 658 661 600 584

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものです。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりです。

役職の異動　

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

代表取締役副社長

板紙・段ボール事

業部長 兼 新聞用

紙営業本部、出版

用紙営業本部、機

能材営業本部管掌

代表取締役副社長

板紙・段ボール事

業部長 兼 新聞用

紙営業本部、出版

用紙営業本部管掌

木原　道郎 平成22年７月１日

常務取締役
資材、施設購買、林

材、工務担当
常務取締役

資材、施設購買、林

材担当 
宮﨑　啓二 平成22年７月１日

代表取締役副社長
経理、情報システ

ム管掌
代表取締役副社長 人事管掌 長谷部　武志 平成22年10月１日

常務取締役

四国本社総務、人

事、財務、計画予算

担当

常務取締役

四国本社総務、財

務、経理、計画予

算、情報システム

担当 

阿達　敏洋 平成22年10月１日

　

EDINET提出書類

大王製紙株式会社(E00660)

四半期報告書

11/26



第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しています。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しています。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 123,318 136,070

受取手形及び売掛金 91,498 98,584

商品及び製品 35,823 29,292

仕掛品 5,092 4,462

原材料及び貯蔵品 17,100 16,718

その他 11,256 9,349

貸倒引当金 △413 △451

流動資産合計 283,675 294,026

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 73,324 74,996

機械装置及び運搬具（純額） 153,048 159,262

土地 84,328 84,872

その他（純額） 17,335 17,217

有形固定資産合計 ※1
 328,037

※1
 336,349

無形固定資産

のれん 13,825 14,303

その他 3,116 3,073

無形固定資産合計 16,942 17,376

投資その他の資産 ※3
 57,476

※3
 59,222

固定資産合計 402,456 412,949

繰延資産 60 77

資産合計 686,192 707,053
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 42,446 41,566

短期借入金 63,870 64,819

1年内返済予定の長期借入金 83,168 81,970

未払法人税等 1,462 4,109

引当金 4,135 4,323

その他 42,402 44,455

流動負債合計 237,485 241,244

固定負債

社債 30,690 40,886

長期借入金 260,385 264,541

長期設備関係未払金 6,050 7,072

退職給付引当金 13,406 13,124

役員退職慰労引当金 1,205 1,168

環境対策引当金 361 361

その他 1,603 1,504

固定負債合計 313,702 328,658

負債合計 551,187 569,903

純資産の部

株主資本

資本金 30,415 30,415

資本剰余金 29,402 29,402

利益剰余金 63,466 68,548

自己株式 △3,687 △3,638

株主資本合計 119,597 124,727

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,053 △4,207

為替換算調整勘定 △11,333 △10,030

評価・換算差額等合計 △12,387 △14,237

少数株主持分 27,794 26,659

純資産合計 135,004 137,149

負債純資産合計 686,192 707,053
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 209,344 199,491

売上原価 163,581 158,658

売上総利益 45,763 40,832

販売費及び一般管理費 ※
 34,549

※
 33,451

営業利益 11,213 7,381

営業外収益

受取利息 163 145

受取配当金 645 410

受取賃貸料 444 －

不動産賃貸料 － 370

補助金収入 182 －

その他 699 890

営業外収益合計 2,135 1,817

営業外費用

支払利息 4,559 4,248

その他 1,848 1,543

営業外費用合計 6,407 5,791

経常利益 6,941 3,406

特別利益

固定資産売却益 2 230

国庫補助金 794 500

貸倒引当金戻入額 117 44

その他 126 184

特別利益合計 1,040 959

特別損失

固定資産圧縮損 752 452

固定資産除売却損 341 339

投資有価証券評価損 － 8,497

その他 167 340

特別損失合計 1,262 9,629

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

6,719 △5,263

法人税、住民税及び事業税 2,842 1,083

法人税等調整額 102 △2,906

法人税等合計 2,945 △1,823

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △3,439

少数株主利益 2,266 1,121

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,507 △4,561
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 104,716 102,853

売上原価 81,878 82,040

売上総利益 22,838 20,812

販売費及び一般管理費 ※
 16,863

※
 17,020

営業利益 5,974 3,791

営業外収益

受取利息 70 80

受取配当金 33 53

受取賃貸料 326 －

不動産賃貸料 － 267

その他 422 339

営業外収益合計 852 741

営業外費用

支払利息 2,285 2,101

その他 1,093 696

営業外費用合計 3,379 2,798

経常利益 3,448 1,734

特別利益

固定資産売却益 0 230

投資有価証券売却益 94 －

国庫補助金 － 500

貸倒引当金戻入額 53 17

その他 10 92

特別利益合計 159 840

特別損失

固定資産圧縮損 － 452

固定資産除売却損 283 277

投資有価証券評価損 1 8,233

その他 45 194

特別損失合計 331 9,158

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

3,276 △6,582

法人税、住民税及び事業税 308 △2

法人税等調整額 1,047 △2,535

法人税等合計 1,355 △2,537

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △4,045

少数株主利益 1,283 408

四半期純利益又は四半期純損失（△） 636 △4,453
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

6,719 △5,263

減価償却費 16,342 16,197

投資有価証券評価損益（△は益） － 8,497

固定資産圧縮損 752 452

補助金収入 △977 △511

受取利息及び受取配当金 △809 △556

支払利息 4,559 4,248

売上債権の増減額（△は増加） 8,339 7,093

たな卸資産の増減額（△は増加） 8,024 △7,541

仕入債務の増減額（△は減少） △3,558 880

その他 △1,319 △1,620

小計 38,074 21,873

法人税等の支払額 △2,396 △3,729

補助金の受取額 977 511

営業活動によるキャッシュ・フロー 36,655 18,655

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △1,912 427

有形固定資産の取得による支出 △9,793 △10,829

有形固定資産の売却による収入 162 344

投資有価証券の取得による支出 △492 △40

投資有価証券の売却による収入 126 －

貸付けによる支出 △144 △2,323

貸付金の回収による収入 131 6

利息及び配当金の受取額 1,024 801

その他 439 76

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,457 △11,537

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 3,114 4,760

短期借入金の返済による支出 △5,266 △5,709

長期借入れによる収入 59,459 38,303

長期借入金の返済による支出 △40,973 △41,262

社債の発行による収入 200 －

社債の償還による支出 △10,296 △10,214

自己株式の取得による支出 △9 △48

利息の支払額 △4,736 △4,479

配当金の支払額 △405 △520

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,085 △19,171

現金及び現金同等物に係る換算差額 57 △81

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 27,341 △12,134

現金及び現金同等物の期首残高 95,021 129,497

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 122,362

※
 117,363
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１．会計処理基準に関する

事項の変更

（資産除去債務に関する会計基準の適用）　

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しています。

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ6百万円減少

し、税金等調整前四半期純損失は122百万円増加しています。　

　　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しています。 

前第２四半期連結累計期間において、営業外収益に区分掲記していました「受取賃貸料」（当第２四半期連結累計

期間89百万円）は、営業外収益の100分の20以下となったため、営業外収益の「その他」に含めて表示しています。

前第２四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示していました「不動産賃貸料」は、営業

外収益の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記しました。なお、前第２四半期連結累計期間

の営業外収益の「その他」に含まれる「不動産賃貸料」は198百万円です。

前第２四半期連結累計期間において、営業外収益に区分掲記していました「補助金収入」（当第２四半期連結累計

期間11百万円）は、営業外収益の100分の20以下となったため、営業外収益の「その他」に含めて表示しています。

前第２四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めて表示していました「投資有価証券評価損」は、

特別損失の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記しました。なお、前第２四半期連結累計期

間の特別損失の「その他」に含まれる「投資有価証券評価損」は21百万円です。　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

前第２四半期連結累計期間において、営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示していました

「投資有価証券評価損益（△は益）」は、当第２四半期連結累計期間において重要性が増したため、区分掲記していま

す。なお、前第２四半期連結累計期間の「その他」に含まれる「投資有価証券評価損益（△は益）」は21百万円です。

前第２四半期連結累計期間において、投資活動によるキャッシュ・フローに区分掲記していました「投資有価証券

の売却による収入」（当第２四半期連結累計期間0百万円）は金額的重要性が乏しく、かつ当面増加の見込みがないた

め、当第２四半期連結会計累計期間から「その他」に含めて表示しています。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しています。 

  前第２四半期連結会計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示していました「不動産賃貸料」は、営業

外収益の100分の20を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記しました。なお、前第２四半期連結会計期間

の営業外収益の「その他」に含まれる「不動産賃貸料」は101百万円です。　

　

【簡便な会計処理】
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当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１．法人税等並びに繰延税金資産及び

繰延税金負債の算定方法

　法人税等の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに

限定して算定しています。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環

境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないため、前連結会計年度に

使用した将来の業績予想やタックス・プランニングを利用しています。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額 ※１．有形固定資産の減価償却累計額

 733,782 百万円  720,195 百万円

２．受取手形割引高 1,391 百万円

　　受取手形裏書譲渡高 1,132 百万円

２．受取手形割引高 1,726 百万円

　　受取手形裏書譲渡高 1,310 百万円

※３．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 ※３．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 1,103 百万円 投資その他の資産 1,111 百万円

４．偶発債務

　連結会社以外の会社に対する金融機関等からの借入

金に対し、債務保証を行っています。

４．偶発債務

　連結会社以外の会社に対する金融機関等からの借入

金に対し、債務保証を行っています。

エリエールフーズ㈱ 57 百万円

その他3社 143 

計 201 

エリエールフーズ㈱ 96 百万円

その他3社 179 

計 276 

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりです。　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりです。　

保管・運送費 16,567 百万円

賞与引当金繰入額 1,326 

退職給付引当金繰入額　 230 

保管・運送費 15,809 百万円

賞与引当金繰入額 1,292 

退職給付引当金繰入額　 231 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりです。　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりです。　

保管・運送費 8,289 百万円

賞与引当金繰入額 621 

退職給付引当金繰入額　 106 

保管・運送費 8,318 百万円

賞与引当金繰入額 631 

退職給付引当金繰入額　 110 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在） （平成22年９月30日現在）

現金及び預金勘定 128,008 百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △5,645 

現金及び現金同等物 122,362 

現金及び預金勘定 123,318 百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △5,955 

現金及び現金同等物 117,363 

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 129,018千株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 5,228千株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 569 4.50平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月１日

取締役会
普通株式 505 4.00平成22年９月30日平成22年12月１日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自  平成21年７月１日　至  平成21年９月30日）

 
紙パルプ
製品事業
（百万円）

紙加工
製品事業
（百万円）

その他の
事業

（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1) 外部顧客に対する売上高 77,006 26,158 1,552 104,716 － 104,716

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
4,664 11,607 1,970 18,242(18,242) －

計 81,670 37,765 3,523 122,959(18,242)104,716

営業利益 4,606 2,293 △36 6,863 (888) 5,974

　

前第２四半期連結累計期間（自  平成21年４月１日　至  平成21年９月30日）

 
紙パルプ
製品事業
（百万円）

紙加工
製品事業
（百万円）

その他の
事業

（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1) 外部顧客に対する売上高 154,99151,204 3,148 209,344 － 209,344

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
9,137 21,893 5,092 36,123(36,123) －

計 164,12973,097 8,241 245,468(36,123)209,344

営業利益 9,392 3,699 43 13,135 (1,921)11,213

　（注）１．事業区分の方法

事業区分は製品の製造方法の類似性を考慮して区分しています。

２．各事業の主な製品

(1) 紙パルプ製品事業　　新聞用紙、印刷用紙、包装用紙、衛生用紙、板紙、パルプ他

(2) 紙加工製品事業　　　段ボール、印刷、紙おむつ、ナプキン他

(3) その他の事業　　　　木材、造林、機械、売電他

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　全セグメントの売上高の合計に占める本邦の割合が、90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を

省略しています。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至  平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　海外売上高の合計が連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しています。　
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

当社は、製品別に事業部または営業本部を配置しており、各事業部または各営業本部が、取扱う製品につい

て包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しています。

生産販売体制や販売先の形態が類似している製品別の事業を集約した結果、「紙・板紙事業」と「ホー

ム＆パーソナルケア事業」を報告セグメントとしています。

当社の報告セグメントは、当社損益に関する意思決定会議である予算会議において、定期的に業績評価を

行っている構成単位であり、その報告セグメント毎に財務情報が分割して入手可能です。

「紙・板紙事業」で生産販売している製品は、新聞用紙、印刷用紙、包装用紙、板紙、段ボール、パルプ等で

あり、販売先は新聞社、印刷会社、加工会社、段ボール会社等です。「ホーム＆パーソナルケア事業」で生産販

売している製品は、衛生用紙、紙おむつ、ナプキン等であり、最終的に一般消費者へ販売するものです。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

　（単位：百万円）

　

報告セグメント

その他
（注１）　

合計
調整額
（注２）　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）　

紙・板紙
ホーム＆
パーソナ
ルケア

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　
外部顧客への売上高 139,90856,362　 196,2703,221　 199,491　 －　 199,491　

セグメント間の内部売上高又
は振替高

7,895　 1　 7,897　 4,676　 12,574　 △12,574　 －　

計 147,803　 56,363　 204,167　 7,897　 212,065　 △12,574　 199,491　

セグメント利益又は損失（△） 6,839　 1,980　 8,819　 △21　 8,798　 △1,417　 7,381　

　

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

　（単位：百万円）

　

報告セグメント

その他
（注１）　

合計
調整額
（注２）　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）　

紙・板紙
ホーム＆
パーソナ
ルケア

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　
外部顧客への売上高 69,66431,581　 101,2461,606　 102,853　 －　 102,853　

セグメント間の内部売上高又
は振替高

4,040　 0　 4,041　 1,782　 5,824　 △5,824　 －　

計 73,705　 31,582　 105,288　 3,389　 108,677　 △5,824　 102,853　

セグメント利益又は損失（△） 3,108　 1,391　 4,499　 △21　 4,478　 △686　 3,791　

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、木材事業、造林事業、機械事業及

び売電事業等を含んでいます。

２．セグメント利益の調整額の内容は以下のとおりです。

　 当第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結会計期間　

セグメント間取引消去 892　百万円 398　百万円
全社費用※ △2,309 △1,085

合計 △1,417 △686

　※全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しています。　

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 866円06銭　 １株当たり純資産額 892円10銭

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 12円16銭 １株当たり四半期純損失金額（△） △36円84銭

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していません。

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（百万円） 1,507 △4,561

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失（△）

（百万円）
1,507 △4,561

普通株式の期中平均株式数（千株） 123,940 123,822

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 5円14銭 １株当たり四半期純損失金額（△） △35円98銭

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していません。

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（百万円） 636 △4,453

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失（△）

（百万円）
636 △4,453

普通株式の期中平均株式数（千株） 123,935 123,793

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

平成22年11月１日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議しました。

①中間配当による配当金の総額…………………………505百万円

②１株当たりの金額………………………………………４円00銭

③支払請求の効力発生日及び支払開始日………………平成22年12月１日

（注）平成22年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　 　
平成21年11月５日

　

大王製紙株式会社 　 　

取締役会　御中 　 　

　 有限責任監査法人  トーマツ 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 北田　　隆　　印 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉井　　修　　印 　

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大王製紙株式会

社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成

21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大王製紙株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　 　
平成22年11月８日

　

大王製紙株式会社 　 　

取締役会　御中 　 　

　 有限責任監査法人  トーマツ 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 北田　　隆　　印 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉井　　修　　印 　

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大王製紙株式会

社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成

22年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大王製紙株式会社及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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